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Ⅰ 安心して元気に暮らせる社会づくり
１ 地域包括ケアシステムの深化・推進 B

ｂ 指標 住み慣れた場所で最期まで暮らせた人の割合

(1) <1> 地域包括支援センターの機能強化 1-3
ページ B

地域包括支援センター等が開催する地域ケア会議への専門職員等派遣事業の派遣人数、地域
包括支援センター職員養成研修（現任者研修）の修了者数については、目標を達成しておら
ず、達成に向けた取組は進捗していない。事業内容についての理解が十分に得られていなかったこ
とが原因と考えられるため、周知方法をより工夫していく必要がある。

(2) <2> 医療と介護の連携の強化 4-7
ページ A

在宅歯科医療地域連携室の相談対応件数については、目標を達成しており、順調に進捗してい
る。訪問看護についても各種研修を継続的に実施し、人材育成・資質向上に寄与した。今後も
在宅医療に対応できる訪問看護師に必要な研修を継続的に実施し、在宅医療に対応できる訪
問看護師の増員をはかっていく。

(3) <3> 地域での支え合いの推進 8-9
ページ A

生活支援コーディネーター研修の受講者数、包括的な支援体制の整備を市町村地域福祉計画
に位置付ける市町村数については目標を達成した。また、民生委員・児童委員１人あたりの住民
に対する訪問回数は目標を概ね達成しており、順調に進捗している。今後は訪問だけでなく電話
及び手紙を活用することで民生委員活動の推進を図っていく。

(4) <4> ＮＰＯ・ボランティア等との協働 10
ページ B

地域における多様なケアを行う体制を推進するため、ボランタリー活動の推進について、ボランティア
コーディネーター研修受講数を昨年度より着実に増やすことができた。また、地域活力やコミュニティ
活力の低下などに対応するため、担い手養成講座の、コーディネーターの派遣を着実に行うことがで
きた。今後も引き続き開催地域の広報に力を入れるなど、より一層の参加者数確保に努めてい
く。

(5) <5> ケアラー（介護者）への支援 11-19
ページ B

かながわサポートケア認証制度の参加企業数は目標を達成した。家族介護支援事業の実施市
町村数、かながわケアラー支援ポータルサイトの年間閲覧数は、目標まで届いていないが、達成に
向けて取組は進捗している。ヤングケアラーについては、本人や家族に自覚がないことが課題である
ため、相談体制の広報用カードの学校への配置等を通じて、ケアラーに対する広報の充実を図って
いく。

(6) <6> 多様な住まいの確保 20-22
ページ A

サービス付き高齢者向け住宅の登録数は、目標を概ね達成しており、順調に進捗している。住宅
改修・福祉用具利用の相談体制の充実については、引き続き地域支援事業交付等を通して、
地域の実情に合わせた支援をしていく。

２ 高齢者の尊厳を支える取組の推進 B
ｂ 指標 民生委員、住民、社会福祉協議会等からなる高齢者虐待の「早期発見・見守りネット

ワーク」の構築への取組を行っている市町村数

(7) <1> 高齢者虐待防止対策の推進 23-24
ページ B

かながわ高齢者あんしん介護推進会議等の開催数は目標を達成した。高齢者虐待防止関係職
員研修、介護保険施設における看護職員研修の受講者数については、目標を下回り、達成に向
けた取組は進捗していないため、周知方法をより工夫していく必要がある。

(8) <2> 権利擁護のしくみの充実 25-27
ページ A

地域包括支援センターや県社協による権利擁護の取組は順調に行えている。成年後見制度に係
る研修への参加者数は概ね目標に達したが、町村域で市民後見人等の養成が進まず課題であ
る。また、支援が必要な矯正施設退所予定者等を円滑に福祉サービスにつなげ、地域生活への
移行や自立促進を図ることができた。

３ 安全・安心な地域づくり A
a 指標 アンケート調査「鉄道や道路、建物がバリアフリー化され、誰もが安心して移動・利用でき

る、人にやさしいまちになっている」に関する満足度と答える人の割合

(9) <1> 地域における見守り体制の充実 28-29
ページ A

寝たきり・独り暮らしの高齢者を訪問する友愛チームの設置数は目標を概ね達成しており、順調に
進捗している。また、地域警察官の巡回連絡の一環として、高齢者世帯への訪問活動を実施し
た他、事業者による地域見守り活動の協定締結者数も増えており、順調に取り組めている。

(10) <2> バリアフリーの街づくりの推進 30-32
ページ A

バリアフリーの街づくりについて、県民ニーズ調査の数値が目標に届かなかったものの、目標率は概
ね達成しており、順調に進捗している。また、鉄道駅のホームドア設置は目標は達成した。引き続
き、バリアフリーに資する県有施設の整備や普及啓発を推進していく。

(11) <3> 事故や犯罪被害などの防止 33-38
ページ A

高齢者が被害者となりやすい特別詐欺を始めとする各種防犯キャンペーンの参加人数は目標を
達することができた。ただ、依然として特殊詐欺被害が後を絶たず、特殊詐欺SNS型犯罪が増加
していることから、引き続き防犯意識を醸成する機会を継続して提供していく。

(12) <4> 災害時の要配慮者への支援の推進 39-40
ページ A

災害発生時に在宅生活していた高齢者が一時的に在宅での介護が困難になった場合等に備え
た災害時における市町村と高齢者福祉施設等の協定締結数は、目標を概ね達成しており、順
調に進捗している。引き続き、災害発生時に備えた研修、訓練を通じて、災害時要配慮者への
福祉支援体制の充実を図っていく。

④ 柱別総合評価(案)③柱別
評価(案)

　指標「民生委員、住民、社会福祉協議会等からなる高齢者虐待の『早期発見・見守りネットワーク』
の構築への取組を行っている市町村数」は27となった。
　成年後見制度に係る研修への参加者数は概ね目標に達したが、町村域で市民後見人等の養成が
進まず課題である。
　高齢者の尊厳を守る取組は着実に行っていく必要があるとともに、関係者・関係機関の理解促進や
資質向上に引き続き取り組んでいく。

　指標「住み慣れた場所で最期まで暮らせた人の割合」については、38.9％となった。
　地域包括支援センターの機能強化については、研修においてより充実した周知方法を工夫していく
必要がある。
　医療と介護の連携強化に向けた取組は着実に実施できたが、今後のニーズ増加に備え、在宅医療
に対応できる訪問看護師に必要な研修を継続的に実施し、人員の増員を図っていく。
　ヤングケアラーへの取組については、本人や家族に自覚がないことが課題であるため、相談体制の
広報用カードの学校への配置等を通じて、ケアラーに対する広報の充実を図っていく。

　指標「『鉄道や道路、建物がバリアフリー化され、誰もが安心して移動・利用できる、人にやさしいま
ちになっている』に関する満足度」は28.1%となった。
　地域での訪問活動や見守り、バリアフリーの街づくり災害時対策は、概ね順調に実施できている。
　事故・犯罪被害の防止については着実に取組を進めているが、特殊詐欺被害、SNS型犯罪が増加し
ていることから、引き続き防犯意識を醸成する機会を継続して提供していく。
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Ⅱ いきいきと暮らすしくみづくり
１ 未病改善の取組の推進 A

a 指標 平均自立期間

(18) <1>
地域の多様な主体による「介護予防事
業」の推進

41-42
ページ A

介護予防関連事業に従事する者に向けた研修数、地域支援事業担い手養成研修参加者数
は、目標を大幅に上回った。ゆめクラブ大学参加者数についても、目標を概ね達成しており、順調
に進捗している。個別に市町村を支援する伴走支援事業に係るアドバイザー派遣した市町村数も
目標を達成している。

(19) <2>
健康寿命の延伸に向けた未病改善等の取
組

43-49
ページ A

かかりつけ医うつ病対応力向上研修受講修了者数、オーラルフレイル健口推進員の養成数は目
標を達成した。今後はこれまで活動してきたオーラルフレイル健口推進員が活動できる普及の場を
増やすとともに、オーラルフレイル対策を普及できるボランティアの養成に取り組んでいく。

２ 社会参画の推進 A

ａ 指標 長い人生を充実させるため、コミュニティなど地域社会との関わりを大切にしている人の割
合

(20) <1>
地域共生社会の実現に向けた活動への支
援

50-51
ページ A

友愛チームの設置数は、目標を概ね達成しており、順調に進捗している。ただ、単位老人クラブ、
市町村老人クラブ会員の減少が続いており、活動内容の見直しや多様なメニューを取り入れるな
どして、活性化を図る。

(21) <2> 就業に対する支援 52
ページ A

シニアジョブスタイル・かながわでキャリアカウンセリングを利用した者の就職等進路決定率は目標を
概ね達成しており、順調に進捗している。また、シルバー人材センター事業の支援についても補助金
の交付を着実に実施した。

３ 生涯にわたる学習・スポーツ・文化活動の推進 A
ａ 指標 共生共創事業の参加者（出演者、観覧者等）の満足度

(22) <1>
生涯にわたる学習・スポーツ・文化活動
の推進

53-55
ページ A

共生共創事業の参加者の満足度は目標を概ね達成しており、順調に進捗している。また「かなが
わシニアスポーツフェスタ2024」は、一部中止があったものの、目標を大きく上回る参加者数となり、
高齢者の健康・生きがいづくりを支援し、かながわの長寿社会づくりに寄与した。

Ⅲ 認知症とともに生きる社会づくり
１ 認知症施策の総合的な推進 B

c 指標 認知症の人が「周りのすべての人が、認知症を正しく理解してくれている。」と答えた割合

(1) <1> 認知症の人に関する理解の増進等 56-58
ページ A

県内の認知症サポーター数は目標まで届いていないが、達成に向けて取組は進捗している。かなが
わのオレンジ大使による講演等の回数は目標を大幅に上回った。引き続き認知症の人本人の意
思によって、日常生活及び社会生活を営むことができる共生社会を作り上げていく必要がある。

(2) <2>
認知症の人の生活におけるバリアフリー
化の推進

59-60
ページ A

SOSネットワーク事前新規登録者数は、目標を大きく上回り達成した。また、市町村におけるチーム
オレンジ設置数（累計）においても、目標を大きく上回り達成した。チームオレンジの構築やオレン
ジパートナーの活用が課題であり、市町村の状況に応じた支援が必要とされている。

(3) <3> 認知症の人の社会参加の機会の確保等 61-62
ページ A

若年性認知症研修の受講者数については目標を概ね達成しており、順調に進捗している。支援
コーディネーターへの新規相談件数については、目標を大幅に上回り達成した。今後は早期相談に
つなげるため、関係団体に普及啓発していく必要がある。

(4) <4>
認知症の人の意思決定の支援及び権利利
益の保護

63
ページ A

認知症の人本人が「自分の思いが尊重されていると思う」の問いに対して「とてもそう思う」「わりと
そう思う」と答える人の割合は目標値を上回った。高齢者虐待防止関係職員研修の受講者数は
目標を下回り、達成に向けた取組は進捗しておらず、周知方法をより工夫していく必要がある。

(5) <5>
保健医療サービス及び福祉サービスの提
供体制の整備等

64-68
ページ A

認知症コールセンター相談件数は目標を大幅に達成した。認知症サポート医養成者数（累
計）、認知症介護実践研修の受講者数についても目標を概ね達成しており、順調に進捗してい
る。認知症介護実践研修については、研修の理解が進まない受講生に対するフォロー方法が課題
である。

(6) <6> 相談体制の整備等 69
ページ A 認知症コールセンター相談件数は目標を大幅に達成した。認知症ポータルサイトの運営を通じて今

後も継続して認知症に関する普及啓発を進めていく。

(6) <7> 認知症未病改善の推進及び調査研究等 70-72
ページ B

コグニサイズ新規指導者数は、地域ミーティングをオンライン開催から対面に切り替えて開催したこと
もあり、目標を下回った。ただ、別途実施しているコグニサイズ指導者派遣で約2000人が参加して
おり、十分に普及活動が推進できている。

　指標「共生共創事業の参加者の満足度」は９０．２%となった。
　「かながわシニアスポーツフェスタ2024」は、一部中止があったものの、目標を大きく上回る参加者
数となり、高齢者の健康・生きがいづくりを支援し、かながわの長寿社会づくりに寄与した。

　指標「長い人生を充実させるため、コミュニティなど地域社会との関わりを大切にしている人の割
合」は、66.3%となった。
　シニア・ジョブスタイル・かながわでキャリアカウンセリングを利用した者の就職等進路決定率は目
標を概ね達成しており、順調に進捗している。友愛チームの設置数は、目標を概ね達成しており、順調
に進捗している。また、単位老人クラブ、市町村老人クラブ会員の減少が続いており、活動内容の見直
しや多様なメニューを取り入れるなどして、活性化を図る。

　指標「平均自立期間」は、男性：80.1年、女性：84.3年となった。
　多くの事業で目標達成又は概ね目標達成しており、着実に取組を進められた。　介護予防に係る市
町村支援は、個別の伴走支援事業によって効果的に実施できた。身体、こころ、歯・口腔の健康増進に
係る事業は順調に実施できており、多機関・多職種との連携強化を推進していく。

　指標「『認知症の人が「周りのすべての人が、認知症を正しく理解してくれている。』と答えた割合」
は、38.6%となった。
　コロナ禍の影響で会議や研修など一部事業の実施に制限があったものの、概ね順調に取り組むこと
ができた。
　認知症施策は、普及啓発、相談支援、医療的支援、支援ネットワーク構築、人材育成、認知症未病改
善など、様々な取組を総合的に推進しており、概ね順調に取り組むことができている。
引き続き、認知症の人の視点に立って、取組を充実させていく。
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④ 柱別総合評価(案)③柱別
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Ⅳ 介護保険サービス等の適切な提供とその基盤づくり
１ 介護保険サービス等の適切な提供 A

ａ 指標 介護サービス相談員派遣事業を実施する市町村数

(24) <1>
介護保険サービスの適切な提供と円滑な
運営

73
ページ A 介護保険サービスの適切な提供と円滑な運営を計画に沿って運営することができた。引き続き広

域的な観点から、市町村とともに介護人材の養成や施設整備などサービス基盤の充実に努める。

(25) <2>
安心して介護保険サービス等を利用でき
るしくみの充実

74-75
ページ A 介護サービス相談員派遣事業を実施する市町村数は、目標を概ね達成しているものの、さらに事

業に新たに取り組む市町村が見込めるよう、養成研修の案内を引き続き実施する必要がある。

２ 保健・医療・福祉の人材の養成、確保と資質の向上 A
a 指標 事業所における介護労働実態調査「従業員の過不足の状況」の問いに「不足感がある」

と回答した事業所の割合

(26) <1> 人材の養成 76-79
ページ A

県立保健福祉大学の就職希望者の就職率、介護支援専門員多職種連携研修の受講者数、
県立看護専門学校の卒業者数は目標数を上回った。介護職員等は介護支援専門員等介護
保険制度の要として重要な役割を担っているため、引き続き、着実な養成が必要である。

(27) <2> 人材の確保・定着対策の充実 80-88
ページ A

福祉介護人材キャリア支援専門員配置事業等を通して、人材の確保・定着対策を充実させるこ
とができた。ガイダンス、個別相談、マッチングまでの継続的支援をより一層進めていき、さらなる取
組強化を図っていく。

(28) <3> 人材の資質の向上 89-91
ページ A

喀痰吸引等研修支援事業等を通じて、介護職員の資質の向上を推進することができた。また介
護支援専門員多職種連携研修を通じて、介護支援専門員の資質の向上を推進することができ
た。

３ 介護サービス提供基盤の整備 A
ｂ 指標 特別養護老人ホームのユニット化率

(29) <1> 介護保険施設等の整備 92-93
ページ A

特別養護老人ホーム、介護老人保健施設の定員数は目標を概ね達成しており、順調に進捗して
いる。民間社会福祉施設整備借入償還補助については交付を着実に実施した。介護保険施設
等の整備について、今後も、地域の実情をふまえて、必要な整備を進めていく。

(30) <2> 施設におけるサービスの質の向上 94
ページ B

特別養護老人ホームの居住環境の改善は目標を概ね達成しており、順調に進捗している。施設
のユニット化等の改修について、地域医療介護総合確保基金を積極的に活用することにより、各
施設のサービスの向上に繋がった。

(31) <3>
介護サービス事業所における災害や感染
症に対する対応力の強化

95-96
ページ A

防火対策の推進及び防災体制の強化については、非常用自家発電設備の整備等に必要な費
用の補助を支援を通じて、着実に高齢者福祉施設を支援した。介護施設等防災リーダー養成研
修等の実施についても、業務継続計画・避難確保計画の作成・訓練等に係る研修等を行い、必
要な介護サービス等が継続的に提供できる体制の構築を支援した。

４ 介護現場の革新 A
a 指標 介護報酬において、データに基づき質の高いサービスを提供する事業所が取得する「科学的

介護推進体制加算」の取得率

(32) <1> 介護現場の生産性向上 97-98
ページ B

介護ロボット導入支援補助金による導入台数は大幅に目標を上回った。ICT等導入支援事業所
数については、ICTより補助単価の高い新規補助メニューに予算配分したことにより、補助事業所
数の減少大幅に目標を下回った。

(33) <2>
エビデンスに基づく介護サービス提供に
よる介護の質の向上

99
ページ B

介護ロボット・ICT導入支援補助金による介護ロボット導入台数は目標を上回ったもののICT導入
支援補助金による導入事業所数について目標を下回っている。引き続き介護の質が向上するよ
う、補助金等により支援する。

　指標「介護報酬において、データに基づき質の高いサービスを提供する事業所が取得する『科学的
介護推進体制加算』の取得率」は82.5%となった。
　介護ロボット導入支援補助金による導入台数は大幅に目標を上回った。ICT等導入支援事業所数
については、ICTより補助単価の高い新規補助メニューに予算配分したことにより、補助事業所数に
ついては、大幅に目標を下回った。

　指標「特別養護老人ホームのユニット化率」は 52.7％となった。
 介護保険施設等の整備について、補助等の支援に取り組み、いずれの施設も定員数の計画値に対す
る割合が90％を超えており、概ね計画どおり順調に進捗した。今後も、地域の実情をふまえて、必要な
整備を進めていく。特別養護老人ホーム、介護老人保健施設の定員数は目標を概ね達成しており、順
調に進捗している。民間社会福祉施設整備借入償還補助については交付を着実に実施した。特別養
護老人ホームの居住環境の改善については、目標までは届いていないが、達成に向けて取組は進捗
している。地域医療介護総合確保基金を積極的に活用し、施設のユニット化等の改修を促進すること
で、各施設のサービスの向上につながった。

　指標「事業所における介護労働実態調査『従業員の過不足の状況』の問いに『不足感がある』と回
答した事業所の割合」は 65.2％となった。
　保険・医療・福祉の人材の養成についての各分野の専門職向けの研修を着実に実施できた。一方、
人材の定着や資質の向上に向けた研修の目標は下回るものが多く、周知の工夫等、更なる取組強化
が必要である。

　指標「介護サービス相談員派遣事業を実施する市町村数」は２３となった。
　介護保険サービスの適切な提供と円滑な運営を計画に沿って運営することができた。介護サービス
相談員派遣事業を実施する市町村数は、目標値を概ね達成しているものの、さらに事業に新たに取り
組む市町村が見込めるよう、養成研修の案内を引き続き実施する必要がある。
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主要施策

Ⅴ 市町村が行う取組の支援施策及び目標値
１ 自立支援・重度化防止の取組の支援 A

a 指標 第１号被保険者のうち要介護２以上の者の割合

(35) <1> データを活用した地域分析支援 100
ページ A

地域包括ケア「見える化」システム等を活用した地域分析における、市町村職員を対象とした研
修会の開催数は目標を達成し、順調に進捗している。ただ、出席市町村数は22/33のため、欠席
の市町村への研修会参加に向けたアプローチ、個別支援等の検討が必要である。

(36) <2> 自立支援・重度化防止の支援 101
ページ A

介護予防市町村支援委員会の開催数は目標を達成した。一方で、住民主体の通いの場で活
動する人材育成研修の修了者数は目標に達しなかった。個別に市町村を支援する伴走支援事
業（総合事業の体系的展開／保健と介護予防の一体的実施）では、市町村の抱える個別課
題に応じた寄り添い型の支援を実施できた。

(37) <3>
地域包括ケアシステムの深化・推進に向
けた取組支援

102
ページ C

在宅医療に携わる看護職員の養成数は目標を達成し、順調に進捗している。地域包括支援セ
ンター職員養成研修の修了者数は目標を下回って、達成に向けた取組は進捗していない。市町
村では、職員の入れ替わり・引継ぎや専門職不足が課題のため、県として引き続き、養成研修を
実施するとともに、地域ケア会議等への専門職派遣や多職種連携に取り組む必要がある。

(38) ２ 介護保険給付適正化の取組への支援 103
ページ A A

　指標「適正化主要３事業の県内市町村における実施率」は、要介護認定の適正化が94％、ケアプラ
ンの点検が88％、医療情報との突合・縦覧点検が100%となった。
　要介護認定の適正化、ケアプラン点検、医療情報との突合・縦覧点検率は、いずれも概ね達成してお
り、順調に進捗している。今後の課題としては、項目ごとに取組未実施である市町村に対し、ケアプラ
ン点検等のアドバイザー派遣等を個別にアプローチをかけ、課題の洗い出し及び改善案を模索し、取
組の推進を図る。

　指標「第１号被保険者のうち要介護２以上の者の割合」は10.6%となった。
　地域包括ケア「見える化」システム等を活用した地域分析における、市町村職員を対象とした地域分
析に係る研修会の開催数は目標を達成し、順調に進捗している。ただ、出席市町村数は22/33のた
め、欠席の市町村への研修会参加に向けたアプローチ、個別支援等の検討が必要である。
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